
「海産物」のしつこい電話勧誘に注意！

　海産物販売業者から「新型コロナウイ
ルスの影響で観光客が少なく収入が減り

困っている。海産物３万円の物を２万円にサー
ビスしますよ」と電話があった。勧誘がしつこ
く購入することになってしまった。商品をすぐに
代引きで送ると言われたが断りたい。業者名・
連絡先が分からないが、どうしたら良いか。

電話で勧誘され申し込んだ場合は、電
話勧誘販売に該当し、生鮮食料品もクー

リングオフができます。業者にハガキで通知し
ますが、この場合のように業者の連絡先が分
からない場合は、通知ができません。荷物が
届いたら、発送元業者名・所在地・電話番号を
控え、宅配業者に受け取り拒否をする旨伝え、
業者宛てにクーリングオフの通知を出しましょう。
クーリングオフ期間は契約書面を受け取った日
から８日間（このケースでは荷物を受け取った日
から８日間）です。代金を払ってしまうと業者
が返金に応じない場合があるので注意が必要
です。トラブルを避けるためには、必要なけ
れば「いりません。電話もしないでください」
ときっぱりと断りましょう。

　災害時に備えた食品と聞いたとき、どのよう
なイメージを持ちますか。「災害時に食べる一時
しのぎのもの」「あまりおいしくないもの」と考
えていませんか。
　今は味にこだわった缶詰やレトルト食品がた
くさんあります。おいしく食べながら好みの食
品を探してみましょう。
ごはんだけじゃない、種類豊富な非常食
　アルファ米は、五目ごはんやドライカレーな
どたくさんの種類が販売されています。副菜と
してのスープは、フリーズドライやレトルトで
あれば日持ちするだけでなく、味にもこだわっ
ているものが多いようです。不足しがちなビタ
ミンは、果物や野菜の缶詰、長期保存可能な野
菜ジュースで補えるのでお勧めです。その他、
お菓子でも３～５年保存が可能なものもありま
す。
　ぜひ一度、食べてみてはいかがでしょうか。

豊富なラインナップで楽しく非常食！

　高山社跡では、令和３年から主体部である母
屋兼蚕室の修復工事が始まりました。現在は柱
などの部材の取り外しを行っており、同時に痕
跡調査を実施しています。
　痕跡調査とは、部材の材質や寸法はもちろん
のこと、部材に残されたさまざまな痕跡を記録
することを指します。痕跡には、たとえば加工
の状況(使われていない「ヌキ小穴」や「ホゾ
穴」の位置や状況）や転用状況（部材の位置・向
き）、劣化の状況（風食状況など）などがあり、
これらは部材に刻まれた建物の履歴といえます。
　母屋兼蚕室のような歴史的建造物の修復工事
では、建物をいつ頃のどのような状態に戻すの
かを決める必要があります。痕跡を丁寧に確認
することで、建てられた当初の状態や、どのよ
うに手を加えられていったのかを想定していく
ことができるのです。
　さて、大正年間に撮影されたとみられる母屋

兼蚕室の写真からは、建物の屋根が板
いたぶき

葺屋根だっ
たことが分かります。今回の屋根部分の痕跡調
査により、板葺材の大きさや、板葺きの仕方、
板の止め方などを想定することができ、屋根の
かつての仕様を想定した復元模型を作成できま
した。藤岡歴史館の秋季企画展で12月18日まで
展示しています。

▼展示室に復元
　した板葺屋根
　模型

水とお湯の重要性
　非常食を食べるには飲料水が不可欠です。さ
らに、お湯が用意できれば、食べることができ
る食品の幅を広げてくれます。
　電気・ガス・水道のライフラインが絶たれた
場合に備えて、水はペットボトルの飲料水、ガ
スはカセットコンロとカセットボンベ、さらに
湯を沸かす鍋などを用意しておきましょう。

土師神社を訪問した羽咋市文化協会

　10月８日・９日に羽咋市文化協会が藤岡市
を訪問し、４年ぶりに藤岡市の文化協会員と
交流し、親睦を深め、今後も両市で開かれる
文化祭などで互いの作品を展示していくこと
を確認しました。藤岡市民ホールで日本舞踊
や太鼓の発表を鑑賞し、新井雅博藤岡市長や
文化協会員らと懇談を行いました。その後、
一行は日本三辻の一つとして土俵のある土師
神社の見学を行いました。
　羽咋市では今年度から姉妹都市交流を深め
るための交流推進補助制度を創設し、今回が
初めての制度活用となりました。
　このたびの訪問に関しまして、関係者の皆
様に厚く御礼申し上げます。

災害時に自分や大切な家族を守るのは知識と備え
です。防災は日常に転がっており、生活と密接に
つながっています。防災を難しく考えず、簡単な
日常の行動と結び付けて取り組んでいきませんか。日常防災

Everyday disaster prevention

いまからできる！

Everyday disaster preventionEveryday disaster prevention

【問い合わせ　地域安全課（☎㉒7444）】
～藤岡の文化を探る～

【問い合わせ 文化財保護課（☎㉓5
997）】

No.81
痕跡調査と建造物の復原

～高山社跡の母屋兼蚕室～

▲かつての母屋兼蚕室（板葺屋根だったことが分かる）

姉妹都市交流

羽咋市文化協会が藤岡市へ訪問

消費生活の相談は市消費生活センター ☎ fax兼用⑳1133（来庁相談要予約） 相談時間  平日午前9時～午後4時
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